第　１回　４月１９日　
★情報科学では何をする学問だろうか

　　　　生活水準の向上，

　　　　　　　科学技術，医療技術の進歩，人々の健康の維持・推進　　

　　　　物質・エネルギー・情報　

　　　　　　　物質とエネルギーの間に介在する３つ目の概念——情報

　　　　人間の文化

　　　　　　　知識、情報技術、経済活動、情報産業

　　　　　　　システム、通信、コミュニケーション，コンピュータ

　　　　情報と認知科学、

　　　　　　　診断、意思決定、

　　　　　　　アセスメント，計画立案，実施評価，収集と分析と統合

　　　　情報処理，コンピュータ，ネットワーク，マルチメディア

　　　　　　　計算機の導入，利用，倫理規範，プライバシー，

　　　　　　　セキュリティ

N．Wｉｅｎｅｒ　情報とは，物質とエネルギーの時間的・空間的・量的・質的なパターン。

パターンの意味するところは物質やエネルギーを利用するときには，ある特定の規則性や秩序が介在するから，この間には規則にしたがって秩序をもった配列がある。これをパターンとよぶ。

Shanon　情報を定量的に定義して，科学的なアプローチを考え，とくに通信と制御について，理論体系を創設し，情報理論とよばれる基礎をつくった。情報理論とは，通信を誤りなく，できるだけ速く伝達できるよう，これらに生じる現象を数学的に処理するもの。

★コンピュータ

　　　　パソコンの種類　デスクトップ型とノートパソコン

　　　　パソコンのOS、Windows、MacOS、Linux

　　　　装置；本体（中央演算装置）キーボード、マウス、ディスプレイ、プリンタ

　　　　フロッピィディスク、ハードディスク

★パソコンの操作

　　　　電源のON/OFF、システムの起動、ユーザIDとパスワード、

　　　　ログインとログオフ（ログアウト）

　　　　ファイルとファイル名、論理ドライブと階層ディレクトリ

「ゼミナール」

1． 身近に感じる情報といわれると何を連想するか？

2． パソコンでできることは何か，できないことは？

3． 生活にパソコンはどんな変化をもたらしてきているだろうか？

4． 入力装置の代表的なもの，出力装置にはどんなものがあるか？

5． 日常の生活に，パソコンはどのように利用されているか？

6． これからパソコンとはどんな関わりがあると予想されるか？

